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平
素
よ
り
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
は
私
た
ち
の
日
常
生
活
ま
で
変
え
て
し
ま
う
ほ
ど
、

脅
威
で
あ
り
、
未
だ
私
た
ち
は
そ
の
困
難
の
真
っ
只
中
に
あ
り
ま
す
。

　

福
岡
市
で
も
感
染
者
の
拡
大
に
伴
い
、
飲
食
店
を
は
じ
め
と
す
る
中
小
企
業
へ
の
影
響
は

大
変
深
刻
な
局
面
に
あ
り
ま
す
。

　

元
来
、
本
市
は
「
ア
ジ
ア
の
交
流
拠
点
都
市
」
と
し
て
、
福
岡
空
港
、
博
多
駅
、
博
多
港
な
ど
を
通
じ
て
訪
れ
る
国
内

外
よ
り
の
年
間
２
２
０
０
万
人
を
超
え
る
入
込
観
光
客
の
多
大
な
経
済
活
動
に
よ
る
活
力
で
急
成
長
を
し
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
成
長
著
し
い
ア
ジ
ア
に
最
も
近
い
「
国
際
物
流
ハ
ブ
都
市
」
と
し
て
、日
用
品
、食
料
品
、自
動
車
、建
築
資
材
な
ど
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
身
近
な
モ
ノ
の
多
く
は
、
ま
ず
本
市
に
集
ま
り
、
海
外
や
全
国
各
地
へ
と
配
送
さ
れ
、
本
市
に
は
様
々

な
モ
ノ
が
溢
れ
、私
た
ち
の
豊
か
な
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。「
人
、モ
ノ
、カ
ネ
、事
」
を
本
市
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
る
利
益
を
市
民
に
還
元
し
て
い
く
好
循
環
を
都
市
成
長
の
基
本
政
策
と
し
て
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
が
人
口
増
、
税
収
増
に
繋
が
り
「
住
み
や
す
い
街
、
福
岡
」
と
し
て
確
立
し
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、人
の
移
動
や
外
出
、外
食
な
ど
の
自
粛
に
よ
り
、基
本
的
な
経
済
活
動
が
制
限
さ
れ
、

第
三
次
産
業
（
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
）
が
九
割
を
占
め
る
本
市
経
済
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
は
、
国
、
県
、
市
が
繰
り
出
す
支
援
策

等
で
窮
地
を
凌
い
で
い
ま
す
が
、大
変
深
刻
な
状
態
に
あ
り
、本
市
経
済
は
破
綻
し
始
め
て
い
ま
す
。
私
は
、特
に
飲
食
業
、

地
場
中
小
零
細
企
業
に
対
し
、
今
ま
で
の
支
援
策
に
加
え
、
絶
え
ず
景
気
を
刺
激
し
、
持
続
的
な
経
営
に
資
す
る
積
極
的

な
支
援
策
を
今
後
も
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
し
て
、
数
年
に
わ
た
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
傷
跡
に
加
え
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

て
世
界
経
済
は
更
に
混
乱
し
、
か
つ
て
な
い
原
油
価
格
、
物
価
高
騰
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
経
済
の
背
骨
と
も
言
え
る
建
設
業
界
も
セ
メ
ン
ト
、
鉄
筋
な
ど
の
建
材
費
や
労
務
費
な
ど
が
急
騰
し
て
お
り
、

新
築
、
改
築
な
ど
の
受
注
減
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
裾
野
が
広
い
業
界
の
冷
え
込
み
が
与
え
る
日
本
経
済
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト

は
か
な
り
大
き
く
な
る
と
推
測
さ
れ
、
我
が
国
が
抱
え
る
不
安
材
料
の
ひ
と
つ
と
言
え
ま
す
。

　

更
に
は
、
イ
ン
フ
レ
経
済
や
円
安
が
進
み
、
消
費
が
減
退
し
、
今
後
期
待
さ
れ
て
い
る
海
外
旅
行
な
ど
も
伸
び
悩
む
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
惨
劇
は
対
岸
の
火
事
で
は
な
く
、
私
た
ち
に
直
接
的
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。

　

マ
ス
コ
ミ
で
は
マ
イ
ナ
ス
要
素
し
か
報
道
を
し
ま
せ
ん
が
、
私
は
、
今
回
の
事
で
日
本
国
が
し
っ
か
り
と
経
済
的
に
国

際
競
争
力
を
堅
持
し
な
が
ら
、
私
た
ち
が
国
内
で
積
極
的
に
経
済
活
動
を
再
開
し
消
費
を
下
支
え
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り

景
気
が
刺
激
さ
れ
、
更
に
は
海
外
観
光
客
を
呼
び
込
み
な
が
ら
、
貿
易
に
よ
る
外
貨
の
獲
得
、
外
国
人
に
よ
る
消
費
の
喚

起
を
促
し
、
不
景
気
や
円
安
な
ど
の
ピ
ン
チ
の
状
態
を
チ
ャ
ン
ス
へ
と
変
え
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
市
議
会
議
員
と
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
と
命
を
守
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
、
更
な
る
コ
ロ
ナ
対
策
と
共
に
、

暮
ら
し
を
支
え
る
施
策
を
打
ち
出
し
、
そ
の
支
援
を
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ま
へ
届
け
て
ま
い
り
ま
す
。
同
時
に
本
市
経

済
の
再
興
の
た
め
の
政
策
を
多
く
の
事
業
者
へ
届
け
、
安
心
安
全
の
福
祉
政
策
、
将
来
あ
る
子
ど
も
達
の
教
育
体
制
の
充

実
な
ど
に
も
覚
悟
と
責
任
を
も
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。
是
非
ご
支
援
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

福岡市早良区藤崎２-１２-１１
〒814-0013

TEL

FAX

http://www.tsudashintaro.com
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 　 市議会議員として１０年永年勤続議員表彰をして頂きました。
　　平成23年４月12日に初当選以来、沢山の皆さんのご支援のおか
げで何とか今まで勤める事が出来ました。心より、感謝申し上げます。
 コロナ禍でありますので、活動が縮小され、皆さまとも中々お会い出
来ずにおりますが、これからも議員として、初心を忘れずに更なる福岡
市の発展の為に邁進していきます。

保育園等での視力スクリーニング検査について
博多港の機能強化について
世界水泳の開催について
本市におけるｅスポーツ振興について
福岡市水産業の振興について
漁業法の改正と今後の沿岸漁業の振興について
本市の留学生支援について
新型コロナウイルス対策・福岡市と医師会との連携について
家庭ごみの収集について

昭和49年、福岡市議会議員津田たかしの長男として生まれる。
市立室見小学校・私立泰星中学校・私立中村学園三陽高校を卒業。
九州産業大学・ノーザンバージニアコミュニティカレッジ（米国）を経て
平成15年元衆議院議員山崎拓先生秘書。
徳倉建設（株）入社／同社　アフリカ・タンザニア事務所長
平成23年に、福岡市議会議員選挙で初当選。
平成31年4月に三期目の福岡市議会議員選挙に当選。

・福岡市スポーツ推進委員
・しんちゃんカップ親善バレーボール大会　会長
・福岡市ソフトボール協会　副会長
・早良区ソフトボール協会　会長
・福岡市子ども会育成連合会　事務局長
・早良区子ども会育成連合会　会長
・玄洋社記念館　理事
・フレッシュリーグ九州硬式野球　
　九州北部地区連盟　顧問
・西少年ソフトボールリーグ　顧問
・西日本軟式野球協会　顧問
・西部地区レディースソフトボール連盟　副会長
・九州住宅建設産業協会　顧問
・福岡県ビルメンテナンス協会　顧問
・福岡市鮮魚仲卸協同組合　顧問
・福岡水産物商業協同組合　顧問
・保育推進議員連盟
・アビスパ福岡後援会　顧問

プロフィール・主な活動

ご　

挨　

拶

情報を発信していきます！よろしくお願いします。
友だち登録お願いします！

福岡市議会自由民主党市議団　総務会長、政務調査会長を歴任

Photo 

詳しくは津田信太郎ホームページにてご確認ください。

て

振興

信太郎が議会にて質問いたしました令和２年～
　　令和４年
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私
た
ち
が
住
む
福
岡
市
の
人
口
は
１
６

2
万
人
に
達
し
、
国
内
で
最
も
元
気
が
あ

る
都
市
で
あ
り
ま
す
が
、
都
市
機
能
は
コ

ン
パ
ク
ト
に
集
約
さ
れ
て
お
り
、
周
辺
に

は
自
然
豊
か
な
地
域
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

特
に
早
良
区
は
脊
振
山
系
に
囲
ま
れ
母

な
る
川
で
あ
る
室
見
川
が
南
北
に
縦
断
し

博
多
湾
に
流
れ
込
ん
で
い
ま
す
。

私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
一
つ
で
あ
る
室

見
川
は
、
四
季
折
々
の
恵
み
を
惜
し
み
な

く
私
た
ち
に
与
え
て
く
れ
ま
す
。
川
沿
い

の
緑
地
や
田
畑
、し
ろ
う
お
、
あ
さ
り
、
シ

ジ
ミ
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
生
物
、

植
物
は
市
民
の
憩
い
の
源
で
あ
り
ま
す
。

今
回
は
背
振
山
、
室
見
川
、
博
多
湾
の

つ
な
が
り
に
つ
い
て
お
話
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

私
は
毎
年
、
福
岡
市
漁
業
協
同
組
合
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
山
に
登
り
、
長
年
に
渡

り
植
林
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
な
ぜ
漁
業
者
が
山
に
登
り
木
を
植
え
る

の
か
？
」
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、こ
の

植
林
活
動
に
は
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。

山
は
近
年
の
林
業
の
衰
退
に
加
え
、
人
手

不
足
な
ど
の
た
め
山
林
の
手
入
れ
が
行
き

届
か
ず
、そ
の
た
め
荒
廃
森
林
が
増
え
て
い

ま
す
。

元
来
、
山
に
は
保
水
機
能
、
治
水
力
、

二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
な
ど
多
く
の
大
切

な
役
割
が
あ
り
ま
す
が
、
定
期
的
に
枝
打

ち
、
切
り
出
し
な
ど
の
手
入
れ
を
し
な
い

室見川通信

と
、
そ
の
機
能
は
著
し
く
低
下
し
、
山
の

荒
廃
が
進
み
ま
す
。

荒
廃
し
た
山
林
の
表
土
に
は
日
光
が
入

り
込
ま
ず
、
樹
木
の
根
が
深
く
成
長
し
ま

せ
ん
。
事
実
、
近
年
の
大
雨
に
よ
り
大
規

模
な
地
滑
り
が
発
生
し
、
多
く
の
被
害
を

引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
大
き
な
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
生

育
不
足
で
根
が
浅
い
樹
木
が
多
く
、
表
土

を
流
れ
る
雨
水
に
耐
え
ら
れ
ず
、
土
砂
と

共
に
滑
り
出
し
ま
す
。
ま
た
手
入
れ
不
足

の
山
に
は
繁
殖
力
が
強
い
竹
林
が
増
え
ま

す
。
根
が
浅
く
、
広
範
囲
に
育
つ
竹
林
も

地
滑
り
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

私
た
ち
が
毎
年
行
っ
て
い
る
植
林
は
広

葉
樹
を
植
え
て
お
り
、
季
節
に
よ
り
紅
葉

し
、
葉
が
落
ち
れ
ば
表
土
に
日
光
が
入
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

日
光
が
入
れ
ば
樹
木
が
健
全
に
成
長
し

根
は
強
く
な
り
、
災
害
に
も
強
い
山
を
作

り
ま
す
。

落
ち
葉
は
腐
葉
土
に
変
わ
り
、
山
の
栄

養
分
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
上
に

降
る
雨
と
共
に
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な
地
下
水

と
し
て
川
に
流
れ
出
し
ま
す
。

脊
振
山
系
を
水
源
と
す
る
室
見
川
に
は
、

そ
の
地
下
水
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

流
域
の
農
地
だ
け
で
な
く
、
２
〜
３
月
に

は
し
ろ
う
お
、
３
〜
４
月
に
は
あ
さ
り
、

シ
ジ
ミ
な
ど
の
多
様
性
あ
ふ
れ
る
生
物
を

育
み
、
流
れ
込
む
博
多
湾
で
は
福
岡
の
美

味
し
い
魚
を
育
て
て
い
ま
す
。

良
好
な
漁
場
を
作
り
出
し
て
い
る
の
は

山
や
川
で
あ
る
事
を
熟
知
し
て
い
る
漁
業

者
は
、
感
謝
の
気
持
ち
と
共
に
「
生
命
の

水
」
を
作
り
出
す
山
に
登
り
、
長
年
に
わ

た
っ
て
木
を
植
え
て
き
ま
し
た
。

こ
の
生
命
の
バ
ト
ン
は
山
か
ら
川
を
伝

い
海
ま
で
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
世
界
中
に
て
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
も
、
残
念
な
が
ら
河
川
を
伝
わ
り
海
に

流
出
を
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
植
林
活
動
や
河
川
清
掃
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減
な
ど
に
更
に
取
り
組

み
、
母
な
る
川
で
あ
る
室
見
川
を
守
り
、

素
晴
ら
し
い
貴
重
な
自
然
を
後
世
に
残
し

て
い
き
ま
す
。

植林活動の様子

　　ちょうど１年前に母より「来年度は町内の会計だそうよ。」と言われ、何をした

らいいのか少し不安な気持ちになりました。「大変なんだろうか」「どんな仕事

だろう」などの思いも頭をよぎっていきます。町内の総会では顔見知りでご近

所の会長さんや各組長さんばかりでしたので安心をしました。

　　会計の仕事は通帳の名義変更から始まり、町内会費の取りまとめや管理

業務などですが、意外に1年間はあっという間に過ぎ、やっと慣れてきたのに

と思いながら来年度の会計の方に引継ぎになりました。 

　　今回、私は、町内会の会計という業務を通じ、町内会費がどのような目的

で使用されているのかを詳しく知り、改めて自治会・町内会活動の大切さを

実感いたしました。皆さんから集められた会費は回覧板などの事務連絡経費、公園清掃、防犯灯や防犯カ

メラなどの維持管理費、敬老会や子ども会活動支援など地域の安全安心の為に活用をされています。

　　残念ながら町内には会費を払わず町内活動に参加をしないと言われる方もいます。市内の自治会・町内

会の加入率は平成３０年度調査では85.7％だったそうです。加入率は自治会制度が開始されて以来、低下

傾向にあり、近隣住民同士の交流の希薄化や新たに引っ越しされた方々や集合住宅にお住まいの方々へ

の加入促進などのアプローチが難しく、地域活動への理解度の低下も要因の一つだと考えます。

　　自治会・町内会は自分が住む地域において一番身近なコミュニティーであり、そこでの支え合いや繋がり

は大変重要だと思います。回覧板だけの情報だけでなく、地域行事での会話や交流などは、近年増えている

孤独死や虐待などの未然防止や見守りにもつながります。

　　子育て、介護や仕事などの家庭事情があり地域活動に参加できないこともあると思いますし、自分が住

む地域への思いや参加の在り方は多様であっていいと思います。しかしながら、生活をしていて何も不自由

ないから、「私は関心ない」「会費は払いたくない」「誰かがすればいい」などの無関心な声を聞くと悲しい

気持ちになります。

　　地域が安全で、ごみが落ちておらず、夜間でも明るく安心であるのは、市政だより、回覧板などでの情報提

供、防犯パトロール、公園や各種清掃など、目に見えないところでの住民の皆さんによる地道な活動や多く

の苦労があるからです。加入率を上げるためにも、自治会・町内会活動の更なる周知が必要ですし、良い街

づくりには住民の皆さんの色んなカタチの参画が不可欠と思います。
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